
資料４ 

 

「京都市国際化推進プラン～多文化が息づくまちを目指して～」改訂版の策定について 

 

京都市では，平成２０年１２月に策定した「京都市国際化推進プラン～多文化が

息づくまちを目指して～」に基づき，着実に本市の国際化を推進してきました。 

平成２５年に計画期間（平成２０年度～平成２９年度）の中間点を迎えたことか

ら，平成２５年度は，プラン策定後の社会状況の変化等を踏まえ，プランの中間見

直しを行い，市民意見の募集を実施しました（平成２６年１月１０日～２月１０日）。 

この度，市民や国際交流・多文化共生に係る関係機関・団体の皆様からの御意見，

「京都市国際化推進プラン中間見直し検討委員会」からの御意見，市政総合アンケ

ート調査の結果，「京都市多文化施策懇話会」のこれまでの提言等を踏まえて，「京

都市国際化推進プラン～多文化が息づくまちを目指して～」改訂版（以下，プラン

改訂版という。）を下記のとおり策定しました。 

 

記 

 

１ プラン改訂版の計画期間 

  平成２６年度～平成２９年度（４年間） 

 

２ プラン改訂版の内容 

 概要版  

 

３ プラン改訂版の特徴 

 「京都の魅力の向上と発信」「国際交流・国際協力」「多文化共生」の３分野が

一体となった国際化の推進」，「市民主体の活動の促進」，「国際化・多様性が市民

生活を豊かにするまちづくり」の３つの視点・方向性に基づき，見直しを進めま

した。 

  また，大きく「産業」，「人づくり」，「留学生」，「防災」，「多文化共生」の分野

について，新規での追加，内容の充実を図っています。 

（１）産業 

新たに「国際ビジネス拠点としての魅力の向上」を推進項目として位置付

け，海外からの投資の呼び込みや外資系企業の誘致，研究者・企業人などの

高度人材を受け入れるための環境の整備等の推進，海外市場のニーズをとら

えたものづくりの発展などに努めます。 

 （２）人づくり 

国際関連事業への市民参加を促進するとともに，外国の文化や言語，国際

交流の重要性について学ぶ機会を充実させ，国際交流の担い手を育成します。 

（３）留学生 

海外での誘致活動から，留学中における市民との交流の促進，快適に暮ら



すための支援，卒業後の就職に至るまで，総合的な施策を推進します。 

 （４）防災 

外国籍市民等に，事前の備えや緊急情報など，防災や感染症などの危機管

理事象に関する情報について様々な手段を用いた確実な提供に努めます。 

 （５）多文化共生 

外国籍市民等と地域住民との交流機会を増やすとともに，市民に対する意

識啓発に力を入れ，民族や国籍による差別を許さないまちづくりに取り組み

ます。 

 

４ プラン改訂版冊子の配布等 

（１）紙媒体での配布 

    市役所案内所，区役所・支所，京都市国際交流会館等で３月３１日（月） 

から配布しております。 

（２）京都市ウェブサイト「京都市情報館」（市政情報⇒国際化・国際平和⇒国際 

化推進プラン⇒「京都市国際化推進プラン～多文化が息づくまちを目指して 

～」改訂版の策定のページ）に掲載しております。 

（URL http://www.city.kyoto.lg.jp/sogo/page/0000164035.html） 

 

＜参考＞市民意見募集の結果について 

 （１）募集期間 

    平成２６年１月１０日（金）～２月１０日（月） 

 

 （２）御意見数 

    御意見者数 １５３名・団体， 

御意見数  ３３２件 

 

 （３）結果の詳細 

結果の詳細は，「京都市情報館」（市政情報 ⇒ 市民参加 ⇒ 市民意見（パ 

ブリックコメント）⇒ 結果が公開された案件（平成２５年度））に掲載して

おります。 

（URL http://www.city.kyoto.lg.jp/templates/pubcomment/sogo/0000160744.html）  


